
20．総　合　経　済　対　策

1．我　が：国：経：済　の　現　状

昭和58年10月21日

程済対策閣僚会議‘

最近の我が国経済の動向をみると、原油価格低下Fよる交易奉件改善の好影響が期待できること、世界熱気が回

復碁調にあること、在庫調整がほぼ一道した．仁と、物価が安定していること等を背負として給出現び生産別軸し

つつあるなど景気には明るさが見え始めている。ただ、劉犬をみると、個人清費の伸びは鯉やかであり、設齢拉只

は、大企業では射まい傾向となってあり、中小企業では停滞が抜いている。また、住宅建設は、持直しの兆しは見

られるものの前年水準を下回っている．このように、国内需要の回復力はなお盛り上がりを欠いており、また、黎

種別・地域別の按行性がみられる。更に、雇用情勢もなあ厳しい状況にある．

こうした中で、経常収支は、原油価格の低下、ドル高等による輸入の低迷を主因とし、輸出の回復も棺倹って、

かなりの黒字が続いている．

2．経　済　運　営　の　基　本　方　向

以上のような情勢を踏まえ、我が国としては、内需を中心とした爵気の維持・拡大を国り、本年度の当初取締見

通しである実質3．4％程度の成長をより確実なものとするとともに、ウィリアムズバーグ・サミットの合愚を拘

まえ、率先して、自由貿易体刑の維持・強化、調和ある対外経済関係ゐ形成及び世界経済活性化への貢献を図るた

め、積権的な努力を行っていくことが肝要である。

このような視点から、．行財政改革との整合性に十分配慮しつつ、民間活力の活用を含め、内需の拡大による男気

握卯を回るとともに、貿易の拡大均衡を目指し、我が国市場の一房の開放と積極的な輸入の促進を図っていくこと

とする．また、円の適正な対外価値の維持を回る観点から資本流入の穏極的な促進を因るほか、産菜協力、経済協

力等の国際協力の強力な推進に努めるものとする。

政府としては、かかる方針に基づき、現下の諸情勢の下でとりうる最大限の措定をとることとし、下記のとおり

総合的な経済対策を実施するものとする．
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．内需拡大による貝気振隅

（1）公共拉寅等の推進

公共投資等については、災害復旧工事の速やかな実凱一般公共事業についての国庫債務負担行為の活用・住

金腋公犀・日本連声公団等の貸付枠等の追加に加え、地方単独事業についても追加を見込むことにより・総乗

苑8，800億円軽度を目途として事業規模の拡大に努める。

）所繹税及び住民程の減税

税制清査会のr所得税・住民税部会報告」に沿って・適切な埠頭を確保しつつ・所得税、住民税をあわせて総

1兆2．100催円（平年度1兆円）の減税を実應する・

台）公共的事桑分野への民間活力の導入の促進等

都市再開発、住宅建設等に賀するため、公務員宿舎用地、国鉄用地等国公有地等の有効活用を一層推進す

．このため、政好守lこ、内閣総理大臣を本部長とする関係省庁からなる国有地等有効活用推進本郡を削ナる。

都市再開発の推進を回るため、次の据置を隅する．

（イ＿）民間活力lこよる都市再開発の促進を図る観点から、大都市中心部の高度利用を図るべき地区について、

都市環境の維持改善に配意しつつ、地域地区の見直し等の推進を因るとともに・特定街区制度及び市街

地住宅総合羞受計毎吋度の活用等事業内容に即した留別的な規制渡和を行う。

Q）都市再開発法に二基づく市街地再開発事業の施行要件の見直し等民間活用の見地からの都市再開発事業

制度の拡充・強化を図る。また、地方都市の活性化を因るための都市再開発事業について、実施方策の

検討を行う。

！＼）都市空間の立体的有効活用を囲るため、現行剛直を活用するほか、更に、空中権制度について検討を

進める．
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（ニ）即日雨間発布集客への重点的公共投資を行うとともに、郡市再開発事業への賞金供給の円滑化を囲

③　住宅・宅地供給の促進を囲るため、次の指霞を璃する．

（イ）宅地開発の推進を囲る観点から、実態に即した適切な線引きの見直し及び開発許可の的確な

進する。

瀾
くロ）宅地開発及び住宅建設の促進牽回るた軌、宅地開発等指導要綱につき、行き過ぎの是正指導の地底を藁

図る．また、住・宅・宅地開発に関連する公共公益施設の整備の促進に努める。

（ハ）宅地供給の円滑化に資するため、土地区画整理事巣の推進を図るとともに、借地方式及び信託方式の

活用等を国る。

◎　公共的事業について、民間が主体的に事業を行うシネテムの開発等について推進を図るとともに、官民協

力により再開発その他の公共的事集の効率的な推進に努める．

⑤　民間活力の活用により、ニューメディアの振興等を囲るため、割度の見直し等．について的様な対応を行う

とともに、地域ニースに即応する通信・情報システムの開発整備を進めるほか、先端技術鹿集の発展基盤の

整備を因るため、開発資金の供給の円滑化を図りつつ、民間資金の活用を推進する．

⑧　テクノポリス構想の推進を因るため、高度技橋を有する企業のテクノポリス地域への立地の促進、同地域

への関連公共事業の泰点的投資等を行い、地方の開発を促進する。

⑦　地域の中小企業の活性化を観るという観点から、ベンチャービジネスの振鞘、地域中小企業の技術力の強

化を図るとともに、地域社会に項和した新しい商店街作りの推進を囲る。

（4）民間投資の促進

①　民間設備投貝については、エネルギー龍連投貧等を中心に引き続き推進するものとし、日本筒充銀行の貸

付料の追加を行う。

②　電力業の設俵投負につき、繰上げ発注等を更に追加日．100億円程度を日章）するとともに、設俵の

効率化、供給信頼度の向上等のための投買（修繕費を含む．）の増細く5．100憬円程度を目途　に努力

するよう指導するく合計6．200徳円程度）．

（5）中小企業対策の推進

①　政府系中小企業金融機関については、長調金利の動向を密まえ、貸付金利の弓＝こげを図るとともに、下問

の貸付貝金枠の十分な確保、貸出手続の迅速化等に努めることにより中小企業に対する円滑な金融を稽俣す

る。
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二◎中小企祭重患公厚及び四民金融公卿省エネルギー即について抽没的拡大を行う・

ゆベンチャービジネスの育成を図るため・中小企業投開成株式会社の投脚を帥する・

◎脚5臥年度中小企桑向け官公腋乳的目標の確実な朗に努めるとともに、公共事桑における中小建設桑

印受拉鵬の鰍に翻る。またJ中小卵葉書について紺の抽柵の円靴に配慮する・

倒産対卯脚的運用を因るとともに・欄代金支払遅延等防止法の損な運胴による闇取引の遺正

化及び下請取引あっ卑トの強化を推進する。

6）金敷政策の描動的運営

内外経済動向及び国桐帥努を注視しつつ、金瓢政策の機動的運営を臥・金利水準全的引下げを促進す

●

市　電　開　放

目前税率の引下げ

◎関税率については、累次の市場開放対庶において扇税の社殿又は引下げを行ってきたところ・であり、掴

‥水準が諸外国に比べ倒、状況にあるがこ今臥更に二°別紙の晶目につき昭和59年度から鵬の撤廃又は引

下げを行うこととし、所要の手続を進める。

の主要先進諸国にあける自主的な関税弓rFげの実施を期待し・東京ラウンド合意に則った関税引下げの繰上

げ指準を、畷林水産品を除き、鉱工薬品につき昭和59年度から実籠する・実應内容につヤ、ては、主要先進

諸国にあける鞠税引下げの実施状況を勘案して決定する。

診特恵関税についても、昭和59年度から拡工粟島に関するシーリング総枠を今年度に比べ約5割拡大する

等の制度改正を行うこととし、所要の手続を進める■

21輸入制限の蛙和

外周との協議の結果等を踏まえ、所要の掃脛を講する・
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（3）基準・認餌糾度改蕗の確実な実施

撼堪・認証制皮の改善についてl享、碗通常国会において成立した改正誌を8月1日に施行したと＿ころであり、

今楔は、今何の法改正による改善措置の確実な実施を因るとともに、鯛格・養準作成過程にあける透明性の確保

規格・基準の図醇化の推進等の法改正以外の改善措置についてもこれが碓実に実施されるようフォローアップし

ていくこととする。

（4）市場開放問題苦情処理推進本部（0．丁．0．）の活動の強力な推進

0．T．0．の活動は、輸入検査手続をはじめ、我が国市場への参入の障宵の解鞘に大きな役割を果たしてあ

り、今後とも、耶係省庁及び関係機関における活動の強力な推進を因るとともに、0．T．0．培市会鼠の梧極

的活用、対外的なPR活動の強化等を因る。

3．輸　入　促　進

（1）日本輸出入銀行の融資による輸入の促進等

①　日本輸出入銀行において、製品の輸入に必要な低利の資金の貸付けを行うとともに、輸入金融の円滑化の

ための制度の整備を行う。

◎　輸入品の販売促進体制の整備に必要な資金の貸倒けについては、その必要性を判断の上対処する。

く2）円による短的輸入金融の円滑化

円相場等の動向に配慮しつつ、円による短詞輸入金融の円滑化を図る。

（3）日本貿易振興会（J ETRO）の輸入促進機能の強化

日本貿易振呵会について、輸入促進機能の強化を回る．
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く2）外鳶公位に関する法制の墜値等

公憤の外現市場での酎亨等の遠を開くため、所要の栓抜改正等の惟備に著手する．

5．円による国際取引の促進及び金融・貫本市場等の環境整備

（1）実需原則の見直し

先物あ匂予約における実需原則の大幅見直しを行う．

（2）円建て貿易関係銀行引受け手形市場の検討

円建て翼易関係鈍行引受け手形市場の創設について、中長期的な観点から検粥を行う．

（3）資本交流の円滑化

非居住者の株式等の取得に係る指定会社別度の見直し及び対内不動産投資の自由化等を行うほか、外箇会礼に

係る開示手続の弾力的運用を図ることにより、資本交誼の一層の円滑化を囲る．

（4）金融の分野における外国企業の進出等

銀行業、保険業、証券業の分野における外国企業の進出及び活動については、内国民待遇を付与しており、引

き抜きこの方針を堅持するとともに、これらに隔する憺報提供等を更に推進する．

6．国　際　協　力　等　の　推　進

（1）産業協力の推進

投只交流、技楠交流、第三国市場での協力等の取係国闇の産業協力の観梅的推進を図る。
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（2）経済協力の推進

発展途上国の経済発展及び世界経済の活性化に賀するため、新中期日鞍の下に、経済協力の一一顧の充実と効串

・効果的推進に努める．

（3〉四麻金融機関への資金協力

発展途上国等の債預累積問題等に的確に対処するため、IMF、世界銀行等の国際金敵機顕に対する適切な資

金協力を行う．

（41節度ある編出の確保

貿易の拡大均衡を基本とし、特定品目に係る節度ある輸出の確保に努める．
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